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【

表

紙

】

 

 

作

品

タ

イ

ト

ル

 

「

ト

ラ

イ

ス

ク

ル

」

 

 

鎌

田

勝

浩

 

作

 

（

か

ま

だ

か

つ

ひ

ろ

）

 

 

原

稿

枚

数

 
2
5

枚

／

2
0
0

字

詰

め

原

稿

用

紙

換

算

7
4

枚

＝

2
0

文

字

×
7
3
6

行

（

本

、

次

頁

含

ま

ず

） 

 

電

子

メ

ー

ル

 
k
a
m
a
d
a
@
k
i
l
.
c
o
.
j
p
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『

ト

ラ

イ

ス

ク

ル

』

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

脚

本

 

鎌

田

勝

浩

 

 
 

 
 

登

場

人

物

 

 
 

 
 

小

椋

純

（

お

ぐ

ら

じ

ゅ

ん

・

１

８

）

 

 
 

 
 

中

條

哲

史

（

な

か

じ

ょ

う

さ

と

し

・

２

１

）

 

 
 

 
 

山

之

内

達

也

（

や

ま

の

う

ち

た

つ

や

・

２

０

）

 

 
 

 
 

広

沢

さ

と

み

（

ひ

ろ

さ

わ

さ

と

み

・

１

９

）

 

 
 

 
 

相

沢

翔

（

あ

い

ざ

わ

し

ょ

う

・

１

９

）
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○

 
 

筑

波

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ス

タ

ー

ト

位

置

（

昼

）

 

 
 

 
 

電

動

機

付

き

改

造

三

輪

車

４

時

間

耐

久

レ

ー

ス

会

場

（

筑

波

サ

ー

キ

ッ

ト

・

コ

ー

ス

1
0

0
0

。

一

周

約

6
5

0
m

）
。

サ

ー

キ

ッ

ト

の

ス

タ

ー

ト

位

置

に

改

造

三

輪

車

２

２

台

お

よ

び

そ

の

搭

乗

員

た

ち

。

横

に

３

列

に

並

ん

で

レ

ー

ス

の

開

始

を

待

っ

て

い

る

。

そ

の

周

り

に

は

サ

ポ

ー

ト

す

る

メ

カ

ニ

ッ

ク

各

１

〜

２

名

が

取

り

巻

き

、

最

終

調

整

中

。

燃

料

電

池

の

電

動

機

駆

動

な

の

で

、

エ

ン

ジ

ン

音

は

聞

こ

え

な

い

。

 

会

場

ア

ナ

ウ

ン

ス
「

間

も

な

く

、
レ

ー

ス

開

始

で

す

。

ド

ラ

イ

バ

ー

以

外

は

コ

ー

ス

か

ら

出

て

く

だ

さ

い

」

 

中

條

「

小

椋

、

時

間

だ

。

落

ち

着

い

て

い

け

。
（

小

椋

の

肩

を

叩

い

て

）
大

丈

夫

だ

。
お

前

な

ら

出

来

る

。

じ

ゃ

あ

な

。
（

片

手

を

上

げ

て

挨

拶

し

、

素

早

く

立

ち

去

る

）
」

 

小

椋

「

は

い

、

中

條

先

輩

。

頑

張

り

ま

す

！

」

 

 
 

 
 

立

ち

去

る

中

條

を

見

送

っ

て

。

 

小

椋

（

Ｍ

）
「
（

ヘ

ル

メ

ッ

ト

の

バ

イ

ザ

ー

を

下

ろ

し

て

）

い

よ

い

よ

ス

タ

ー

ト

ね

。

が

ん

ば

ら

な

く

ち

ゃ

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

 
 

 
 

中

條

が

コ

ー

ス

か

ら

戻

っ

て

く

る

 

相

沢

「

部

長

、

い

よ

い

よ

ス

タ

ー

ト

で

す

ね

」

 

中

條

「

あ

あ

、

い

よ

い

よ

だ

」

 

広

沢

「

あ

の

子

、

大

丈

夫

だ

っ

た

？

」

 

中

條

「

初

め

て

に

し

て

は

、

落

ち

着

い

て

い

た

よ

う

だ

っ

た

な

」

 

山

之

内

「

そ

う

で

な

け

り

ゃ

、

困

る

よ

な

。

あ

の

マ
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シ

ン

に

は

お

金

が

掛

か

っ

て

る

ん

だ

か

ら

。

予

算

を

オ

ー

バ

ー

し

ち

ゃ

っ

た

ん

だ

ぜ

」

 

中

條

「

う

ん

、

そ

う

だ

な

。

頑

張

っ

て

も

ら

わ

な

い

と

…

お

っ

と

、

山

之

内

、

マ

シ

ン

と

の

無

線

、

大

丈

夫

か

？

確

認

し

て

く

れ

」

 

山

之

内

「

は

、

は

い

。

…

テ

レ

メ

ト

リ

ー

デ

ー

タ

ー

…

正

常

。

あ

ー

、

純

ち

ゃ

ん

、

聞

こ

え

た

ら

返

事

よ

ろ

し

く

」

 

小

椋

（

o
f
f

）
「

あ

、

は

い

。

聞

こ

え

ま

す

。

大

丈

夫

で

す

」

 

中

條

「

よ

し

、

大

丈

夫

だ

な

。
（

時

計

を

見

て

）

そ

ろ

そ

ろ

、

だ

な

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ス

タ

ー

ト

位

置

（

昼

）

 

ア

ナ

ウ

ン

ス

「

間

も

な

く

、

ス

タ

ー

ト

で

す

。

ス

タ

ー

ト

３

０

秒

前

」

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

大

丈

夫

、

大

丈

夫

。

い

ま

ま

で

あ

ん

な

に

練

習

し

て

来

た

じ

ゃ

な

い

。
あ

ん

な

に

み

ん

な

、

頑

張

っ

て

来

た

じ

ゃ

な

い

。

大

丈

夫

よ

、

純

、

私

は

出

来

る

！

」

 

 
 

 
 

ス

タ

ー

ト

シ

グ

ナ

ル

が

変

わ

り

、

レ

ー

ス

が

ス

タ

ー

ト

す

る

。

二

列

目

真

ん

中

付

近

に

小

椋

の

マ

シ

ン

が

あ

る

。

 

ア

ナ

ウ

ン

ス

「

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

！

」

 

 
 

 
 

全

車

、

一

斉

に

ス

タ

ー

ト

す

る

 

○

 
 

【

タ

イ

ト

ル

】

 

○

 
 

芝

山

総

合

大

学

・

自

動

車

部

部

室

（

回

想

・

夕

） 

 
 

 
 

＊

 

以

下

、

し

ば

ら

く

の

間

、

回

想

 

 
 

 
 

十

数

人

の

部

員

が

集

ま

っ

て

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

中

 

小

椋

「

え

ー

っ

、

あ

た

し

で

す

か

ぁ

？

」

 

中

條

「

そ

う

だ

、

小

椋

、

お

前

だ

」
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小

椋

「

ど

う

し

て

私

な

ん

で

す

か

？

他

に

も

い

っ

ぱ

い

い

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

ど

う

し

て

よ

り

に

よ

っ

て

、

私

な

ん

か

…

」

 

中

條

「

お

前

が

、

一

番

軽

い

か

ら

だ

」

 

小

椋

「

軽

い

？

」

 

山

之

内

「

そ

う

。

今

回

の

レ

ー

ス

、
『

改

造

三

輪

車

４

時

間

耐

久

レ

ー

ス

』

は

、

燃

料

電

池

で

発

電

し

た

電

気

で

電

動

モ

ー

タ

ー

を

回

し

て

駆

動

す

る

、

改

造

三

輪

車

の

レ

ー

ス

だ

。

元

々

非

力

の

上

、

燃

料

の

エ

チ

ル

ア

ル

コ

ー

ル

の

タ

ン

ク

は

１

リ

ッ

ト

ル

と

容

量

が

限

ら

れ

て

い

る

。

少

し

で

も

軽

い

方

が

有

利

な

ん

だ

。

当

然

、

そ

れ

に

乗

る

ド

ラ

イ

バ

ー

も

だ

」

 

小

椋

「

大

体

、

な

ん

で

三

輪

車

な

ん

で

す

か

？

自

動

車

部

で

し

ょ

？

こ

こ

。
」

 

広

沢

「

年

に

一

度

の

お

祭

り

な

の

よ

。

元

々

、

う

ち

の

学

長

が

数

年

前

に

授

業

の

一

環

で

始

め

た

そ

う

な

ん

だ

け

ど

。

そ

れ

が

好

評

で

、

つ

い

に

今

年

か

ら

、

他

大

学

も

交

え

て

、

あ

の

筑

波

サ

ー

キ

ッ

ト

を

借

り

切

っ

て

大

々

的

に

行

う

事

に

な

っ

た

の

。

最

近

は

、

授

業

に

関

わ

り

無

く

、

サ

ー

ク

ル

な

ど

の

単

位

で

も

参

加

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

ね

、

我

が

自

動

車

部

と

し

て

も

、

当

然

、

参

加

し

な

い

手

は

な

い

よ

ね

。

…

大

体

、

本

当

は

、

私

が

、

出

た

か

っ

た

の

よ

。
（

咳

払

い

を

し

て

）

あ

な

た

の

方

が

軽

い

か

ら

、

譲

っ

て

あ

げ

た

の

よ

。

勝

つ

た

め

に

ね

」

 

小

椋

「

…

で

も

…

」

 

相

沢

「

小

椋

さ

ん

、

や

り

ま

し

ょ

う

よ

。

僕

も

交

代

で

乗

り

ま

す

か

ら

」
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中

條

「

小

椋

さ

ん

、

や

っ

て

く

れ

る

ね

」

 

小

椋

「

…

は

、

は

い

。

分

か

り

ま

し

た

」

 

中

條

「

よ

し

。

じ

ゃ

あ

、

メ

カ

ニ

ッ

ク

班

と

ド

ラ

イ

バ

ー

班

に

分

け

て

、

明

日

か

ら

活

動

開

始

だ

。

２

ヶ

月

し

か

な

い

か

ら

、

時

間

を

無

駄

に

し

な

い

よ

う

に

」

 

広

沢

「

ド

ラ

イ

バ

ー

班

は

、

私

が

リ

ー

ダ

ー

よ

。

メ

カ

ニ

ッ

ク

班

が

マ

シ

ン

を

作

っ

て

い

る

う

ち

に

、

体

力

作

り

と

、

操

縦

の

練

習

を

し

て

も

ら

う

わ

」

 

小

椋

「

え

、

体

力

作

り

で

す

か

？

」

 

広

沢
「

そ

う

。
勝

つ

た

め

に

は

体

力

作

り

が

必

要

よ

。

大

丈

夫

、

別

に

体

育

会

系

み

た

い

に

キ

ツ

く

は

な

い

か

ら

」

 

中

條

「

小

椋

君

、

頑

張

っ

て

ね

」

 

小

椋

「

は

、

は

い

。

頑

張

り

ま

す

」

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

大

丈

夫

か

な

ぁ

。

大

変

な

事

に

な

っ

ち

ゃ

っ

た

」

 

○

 
 

自

動

車

部

部

室

（

夕

）

 

 
 

 
 

部

室

で

は

、

メ

カ

ニ

ッ

ク

班

が

、

設

計

図

を

書

い

た

り

、

設

計

図

に

基

づ

い

て

旋

盤

等

を

使

っ

て

部

品

を

加

工

し

て

い

る

 

小

椋

「
（

部

室

に

入

っ

て

来

て

）

今

晩

は

。

お

つ

か

れ

さ

ま

で

す

」

 

広

沢

「
（

部

品

の

紙

ヤ

ス

リ

が

け

作

業

の

手

を

止

め

て

）

あ

、

小

椋

さ

ん

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

ね

。

い

ま

準

備

す

る

か

ら

」

 

小

椋

「

あ

れ

？

広

沢

先

輩

は

ド

ラ

イ

バ

ー

班

じ

ゃ

な

い

ん

で

す

か

？

」

 

広

沢

「

メ

カ

ニ

ッ

ク

班

は

人

手

が

足

り

な

い

か

ら

、

手

伝

っ

て

る

の

よ

。

私

じ

ゃ

、

大

し

た

事

は

出

来
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な

い

け

ど

。
（

指

差

し

て

）

あ

と

、

相

沢

君

も

ね

」 

相

沢

「

ど

う

も

（

部

品

の

ヤ

ス

リ

が

け

の

手

を

止

め

て

会

釈

す

る

）
」

 
 

小

椋

「

あ

、

じ

ゃ

、

私

も

何

か

…

」

 

広

沢

「

い

や

、

小

椋

さ

ん

、

そ

れ

は

良

い

わ

。

あ

な

た

は

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

の

方

が

先

決

ね

。

ど

う

せ

大

し

た

助

け

に

も

な

ら

な

い

で

し

ょ

う

し

」

 

 
 

 
 

手

早

く

手

元

を

片

付

け

て

、

立

ち

上

が

っ

て

 

広

沢

「

じ

ゃ

、

行

き

ま

し

ょ

う

か

。
（

振

り

返

っ

て

）

相

沢

君

、

一

段

落

つ

い

た

ら

、

来

て

ち

ょ

う

だ

い

」

相

沢

「

は

い

、

分

か

り

ま

し

た

、

先

輩

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

広

沢

、

部

室

を

出

て

行

く

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

山

之

内

「

部

長

、

予

算

を

使

い

過

ぎ

で

す

。

少

し

、

節

約

し

て

も

ら

わ

な

い

と

…

」

 

中

條

「

う

ー

ん

。

困

っ

た

な

。

で

も

、

必

要

な

物

は

買

わ

な

き

ゃ

な

ら

な

い

し

…

。

達

也

、

何

と

か

し

て

く

れ

。

頼

り

に

し

て

る

よ

（

肩

を

叩

い

て

立

ち

去

る

）
」

 

山

之

内

「

本

当

に

、

哲

史

に

は

困

っ

た

も

ん

だ

。

さ

あ

て

、

ど

う

す

る

か

な

…

（

頭

を

か

く

）
」

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

相

沢

「

部

長

、

こ

ん

な

も

ん

で

ど

う

で

す

か

？

」

 

 
 

 
 

手

に

持

っ

た

部

品

を

示

す

 

中

條

「

う

ん

、

そ

う

だ

な

。

こ

ん

な

も

ん

か

な

？

寸

法

は

大

丈

夫

だ

よ

ね

？

」

 

相

沢

「

は

い

、

何

度

も

確

認

し

ま

し

た

」

 

中

條

「

じ

ゃ

あ

、

向

こ

う

の

チ

ー

ム

に

渡

し

て

、

組

み

立

て

て

み

て

く

れ

（

指

を

指

す

）
」

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊
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小

椋

「

凄

い

！

単

な

る

三

輪

車

が

、

こ

ん

な

風

に

な

る

ん

で

す

ね

」

 

 
 

 
 

三

輪

車

の

後

輪

部

に

モ

ー

タ

ー

が

付

き

、

座

席

裏

に

は

燃

料

電

池

ユ

ニ

ッ

ト

が

つ

い

て

い

る

。

後

部

に

は

補

助

バ

ッ

テ

リ

ー

、

そ

の

他

制

御

機

械

や

燃

料

タ

ン

ク

が

あ

る

。

ほ

ぼ

完

成

形

態

に

近

づ

い

て

い

る

。

 

中

條

「

よ

し

、

回

し

て

み

ろ

」

 

 
 

 
 

台

に

乗

せ

、

後

輪

部

を

浮

か

せ

る

。

ス

ロ

ッ

ト

ル

を

回

し

、

起

動

す

る

。

モ

ー

タ

ー

が

回

転

を

始

め

る

。

 

相

沢

「

わ

ー

っ

、

回

っ

た

、

回

っ

た

」

 

中

條

「

静

か

に

ッ

！

（

ス

ロ

ッ

ト

ル

を

動

か

し

な

が

ら

、

モ

ー

タ

ー

音

を

聞

く

）
」

 

山

之

内

「

何

か

、

変

な

音

が

し

な

い

か

？

」

 

中

條

「

や

っ

ぱ

り

そ

う

か

。

よ

し

、

止

め

ろ

。

開

け

て

調

べ

て

み

る

ぞ

」

 

○

 
 

大

学

・

駐

車

場

（

昼

）

 

 
 

 
 

駐

車

場

を

開

け

て

、

広

い

場

所

を

確

保

し

て

い

る

。

完

成

し

た

三

輪

車

を

持

ち

込

ん

で

、

テ

ス

ト

走

行

を

し

て

い

る

。

 

中

條

「

じ

ゃ

、

テ

ス

ト

走

行

を

始

め

る

ぞ

」

 

山

之

内

「

純

ち

ゃ

ん

、

準

備

は

い

い

か

い

？

」

 

小

椋

「
（

手

を

振

っ

て

）

は

い

、

準

備

オ

ッ

ケ

ー

で

す

」 

 
 

 
 

小

椋

、

三

輪

車

に

ま

た

が

る

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

で

も

、

何

と

か

な

ら

な

い

か

な

、

こ

の

体

勢

は

。

ち

ょ

っ

と

恥

ず

か

し

い

よ

う

」

 

中

條

「

じ

ゃ

、

小

椋

さ

ん

、

始

め

よ

う

か

。

ス

タ

ー

ト

」

 

小

椋

「

ス

タ

ー

ト

し

ま

す

」
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ス

ロ

ッ

ト

ル

を

ゆ

っ

く

り

ひ

ね

る

と

、

三

輪

車

は

ゆ

っ

く

り

と

動

き

始

め

る

。

電

動

な

の

で

、

前

輪

部

の

ペ

ダ

ル

を

こ

ぐ

訳

で

は

な

い

。

ペ

ダ

ル

の

代

わ

り

に

、

水

平

に

金

属

棒

が

伸

び

て

お

り

、

そ

こ

に

足

を

掛

け

て

い

る

。

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

動

い

た

、

動

い

た

よ

」

 

相

沢

「

動

い

た

、

動

い

た

！

」

 

中

條

「

よ

し

、

じ

ゃ

あ

そ

の

ま

ま

真

っ

す

ぐ

進

ん

で

」 

小

椋

「

は

、

は

い

」

 

 
 

 
 

更

に

ス

ロ

ッ

ト

ル

を

ひ

ね

っ

て

、

加

速

し

て

進

む

。

 

 
 

 
 

広

沢

、

テ

ス

ト

コ

ー

ス

の

角

に

立

っ

て

い

る

 

広

沢

「

は

い

、

小

椋

さ

ん

、

そ

こ

で

右

に

回

っ

て

」

 

小

椋

「

は

、

は

い

」

 

 
 

 
 

ハ

ン

ド

ル

を

右

に

切

っ

て

回

る

 

中

條

「

よ

し

、

じ

ゃ

あ

、

次

は

左

に

回

っ

て

」
 

小

椋

「

は

、

は

い

」

 

 
 

 
 

ハ

ン

ド

ル

を

左

に

切

る

 

小

椋

「

え

、

曲

が

ら

な

い

？

」

 

山

之

内

「

純

ち

ゃ

ん

、

も

っ

と

切

っ

て

！

」

 

小

椋

「

は

、

は

い

」

 

 
 

 
 

力

を

入

れ

て

ハ

ン

ド

ル

を

切

る

と

、

左

に

回

っ

た

。

 

中

條

「

よ

し

、

わ

か

っ

た

。

も

う

い

い

か

ら

、

止

ま

っ

て

」

 

小

椋

「

は

、

は

い

。

え

？

ど

う

す

れ

ば

い

い

ん

で

す

か

？

」

 

広

沢

「

ス

ロ

ッ

ト

ル

を

戻

せ

！

戻

す

ん

だ

！

」

 

小

椋

「

戻

し

て

ま

す

。

戻

し

て

ま

す

け

ど

、

止

ま

り

ま

せ

ん

！

」
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相

沢

「

な

に

っ

！

」

 

中

條

「

よ

し

っ

。

み

ん

な

、

手

を

貸

せ

っ

。

三

輪

車

を

止

め

る

ぞ

」

 

 
 

 
 

中

條

以

下

数

名

、

三

輪

車

の

進

路

を

塞

ぎ

、

体

で

止

め

よ

う

と

す

る

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 
＊

 

 
 

 
 

小

椋

、

階

段

に

座

っ

て

い

る

。

山

之

内

以

下

数

名

、

三

輪

車

を

調

べ

て

い

る

。

 

中

條

「

ど

う

だ

、

山

之

内

、

何

か

分

か

っ

た

か

」

 

山

之

内

「

う

ー

ん

、

ダ

メ

で

す

ね

。

幾

つ

か

問

題

点

が

見

つ

か

り

ま

し

た

。

こ

れ

は

最

悪

、

設

計

変

更

を

含

め

て

、

手

直

し

が

必

要

そ

う

で

す

。

ま

た

お

金

が

掛

か

り

そ

う

で

、

頭

が

痛

い

で

す

よ

」

 

中

條

「
（

頭

を

抱

え

て

）

う

ー

ん

、

痛

い

な

。

あ

と

３

週

間

で

何

と

か

な

り

そ

う

か

？

」

 

山

之

内

「

う

ー

ん

。

何

と

か

な

る

と

は

思

い

ま

す

が

…

い

ろ

ん

な

意

味

で

厳

し

い

で

す

ね

」

 

中

條

「

よ

ー

し

、

大

会

ま

で

に

、

何

と

か

み

ん

な

で

間

に

合

わ

す

ぞ

っ

！

」

 

一

同

「
（

少

し

力

な

く

）

お

ー

っ

」

 

中

條

「

よ

し

。

部

室

に

戻

る

ぞ

」

 

 
 

 
 

一

同

、

三

輪

車

と

共

に

移

動

を

始

め

る

 

中

條

「
（

振

り

返

っ

て

）

小

椋

君

、

大

丈

夫

？

少

し

は

落

ち

着

い

た

？

」

 

小

椋

「
（

立

ち

上

が

っ

て

）

は

、

は

い

。

も

う

、

大

丈

夫

で

す

」

 

中

條

「

ご

め

ん

ね

、

び

っ

く

り

さ

せ

て

」

 

小

椋

「
（

恥

ず

か

し

そ

う

に

）

い

、

い

え

…

」

 

中

條

「

で

も

、

お

か

げ

で

問

題

点

が

は

っ

き

り

し

た

よ

。

こ

れ

さ

え

直

せ

ば

、

レ

ー

ス

に

出

ら

れ

る

。
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…

君

の

お

か

げ

だ

よ

、

あ

り

が

と

う

（

笑

顔

）
」

 

小

椋

「

い

、

い

え

…

。

お

役

に

立

て

れ

ば

う

れ

し

い

で

す

」
 

中

條

「

じ

ゃ

、

部

室

に

戻

ろ

う

か

」

 

小

椋

「

は

、

は

い

」

 

 
 

 
 

歩

き

出

す

２

人

。

前

方

で

振

り

返

り

、

そ

れ

を

見

て

い

る

広

沢

。

 

○

 
 

大

学

・

部

室

（

夕

）

 

中

條

「

ど

う

だ

、

何

と

か

な

り

そ

う

か

」

 

山

之

内

「

あ

あ

、

何

と

か

な

。

解

決

策

は

見

つ

け

た

。

あ

と

は

時

間

の

問

題

か

な

」
 

中

條

「

そ

れ

は

良

か

っ

た

」

 

山

之

内

「

全

然

良

く

な

い

！

も

う

予

算

が

無

い

ぞ

！

他

の

予

算

を

回

さ

な

い

と

、

お

金

が

…

」

 

中

條

「
（

肩

を

叩

い

て

）

よ

し

、

任

せ

た

。

頼

む

よ

、

タ

ッ

ち

ゃ

ん

（

笑

顔

を

見

せ

て

、

立

ち

去

る

）
」

 

山

之

内

「

お

い

お

い

。

い

つ

も

そ

れ

だ

。

全

く

、

も

う

…

」

 

○

 
 

大

学

・

駐

車

場

（

夕

）

 

 
 

 
 

駐

車

場

の

車

が

停

ま

っ

て

い

な

い

一

角

で

、

小

椋

、

相

沢

、

広

沢

が

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

中

。

２

台

の

普

通

の

三

輪

車

に

、

小

椋

、

相

沢

が

乗

り

、

漕

い

で

い

る

。

 

小

椋

「

先

輩

、

な

ん

で

私

た

ち

が

こ

ん

な

目

に

遭

わ

な

い

と

い

け

な

い

ん

で

す

か

？

恥

ず

か

し

い

で

す

よ

ぉ

」

 

相

沢

「

そ

う

で

す

よ

。

な

ん

で

普

通

の

三

輪

車

に

乗

ら

な

き

ゃ

な

ら

な

い

ん

で

す

か

？

」

 

小

椋

「

漕

が

な

く

て

も

良

い

っ

て

話

じ

ゃ

、

無

か

っ

た

ん

で

す

か

？

」
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広

沢

「

え

え

い

、

う

る

さ

い

わ

ね

。

ま

だ

実

機

が

出

来

て

い

な

い

ん

だ

か

ら

、

仕

方

な

い

で

し

ょ

。

当

日

の

ぶ

っ

つ

け

本

番

に

す

る

訳

に

は

行

か

な

い

ん

だ

か

ら

、

慣

れ

る

た

め

に

も

、

こ

う

や

っ

て

、

少

し

で

も

近

い

マ

シ

ン

に

乗

っ

て

、

練

習

し

て

お

か

な

い

と

ダ

メ

で

し

ょ

」

 

相

沢

「
（

小

声

で

）

マ

シ

ン

、

っ

て

言

っ

て

も

、

た

だ

の

三

輪

車

じ

ゃ

ん

」
 

広

沢

「

ん

？

相

沢

君

、

な

ん

か

言

っ

た

？

」

 

相

沢

「

い

、

い

え

、

何

で

も

あ

り

ま

せ

ん

、

広

沢

先

輩

！

」

 

広

沢

「

は

い

は

い

。

文

句

言

わ

な

い

で

、

さ

っ

さ

と

漕

ぐ

漕

ぐ

！

」

 

 
 

 
 

舗

装

道

路

を

一

生

懸

命

三

輪

車

を

漕

い

で

い

る

２

人

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

な

ん

で

ア

タ

シ

が

、

こ

ん

な

苦

労

を

し

な

け

り

ゃ

い

け

な

い

の

よ

？

三

輪

車

に

乗

る

た

め

に

入

部

し

た

訳

じ

ゃ

な

い

の

に

」

 

○

 
 

大

学

・

構

内

の

道

（

回

想

・

昼

）

 

 
 

 
 

春

、

入

学

式

直

後

の

新

歓

風

景

。

小

椋

が

あ

ち

こ

ち

見

回

り

な

が

ら

、

歩

い

て

い

る

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

へ

ー

っ

、

い

ろ

ん

な

サ

ー

ク

ル

が

有

る

の

ね

」

 

中

條

（

o
f
f

）
「

ち

ょ

っ

と

、

ち

ょ

っ

と

そ

こ

の

お

嬢

さ

ん

」

 

小

椋

「

え

（

振

り

返

る

）
」

 

中

條

「

そ

う

、

あ

な

た

。

あ

な

た

で

す

。

そ

こ

の

き

れ

い

な

お

嬢

さ

ん

」

 

小

椋

「

え

、

私

の

事

？

」

 

小

椋

（

Ｍ

）
「
（

中

條

を

見

て

）

あ

、

美

形

。

ち

ょ

っ
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と

好

み

か

な

」

 

中

條
「

お

嬢

さ

ん

、
う

ち

の

サ

ー

ク

ル

に

入

ら

な

い

？

入

ろ

う

よ

」

 

小

椋

「

え

ー

っ

、

ど

う

し

よ

う

か

な

」

 

中

條

「

そ

う

し

よ

う

よ

。

と

り

あ

え

ず

入

っ

て

み

よ

う

よ

。

き

っ

と

良

い

事

あ

る

か

ら

」

 

小

椋

「
（

少

し

た

め

ら

っ

て

）

そ

う

ね

、

じ

ゃ

、

入

っ

て

み

よ

う

か

な

」

 

中

條

「

は

い

、

決

ま

り

、

決

ま

り

ね

。

一

名

様

ご

入

会

！

」

 

○

 
 

大

学

・

駐

車

場

（

夕

）

 

 
 

 
 

新

歓

の

回

想

か

ら

戻

る

。

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

あ

れ

が

、

間

違

い

だ

っ

た

の

ね

。

ち

ょ

っ

と

中

條

先

輩

の

ル

ッ

ク

ス

に

騙

さ

れ

て

、

入

っ

た

お

か

げ

で

こ

ん

な

苦

労

を

し

て

る

。

今

か

ら

考

え

れ

ば

、

き

っ

と

私

が

こ

ん

な

小

柄

で

、

軽

そ

う

だ

っ

た

か

ら

、

選

ん

だ

だ

け

だ

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

。

あ

ー

あ

っ

、

だ

ま

さ

れ

た

っ

」

 

相

沢

「

広

沢

先

輩

、

足

が

疲

れ

ま

し

た

。

少

し

休

ま

せ

て

く

だ

さ

い

」

 

広

沢

「

し

ょ

う

が

な

い

わ

ね

。

分

か

っ

た

わ

。

じ

ゃ

、

ち

ょ

っ

と

休

憩

し

ま

し

ょ

う

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

相

沢

、

三

輪

車

か

ら

降

り

、

そ

の

場

に

座

り

込

む

 

広

沢

「

ど

う

？

少

し

は

三

輪

車

が

自

分

の

手

足

の

よ

う

に

な

っ

た

？

」

 

相

沢

「

も

う

、

足

が

棒

で

す

よ

」

 

広

沢

「

そ

う

じ

ゃ

な

く

っ

て

！

」

 

一

同

、

笑

い

 

小

椋

「

で

も

、

だ

い

ぶ

慣

れ

ま

し

た

。

あ

の

格

好

を
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含

め

て

（

舌

を

出

す

）
」

 

広

沢

「

と

こ

ろ

で

、

自

分

の

足

で

漕

い

で

い

る

よ

う

な

ス

ピ

ー

ド

な

ら

余

り

関

係

な

い

け

ど

、

改

造

三

輪

車

な

ら

、
３

０

キ

ロ

く

ら

い

は

十

分

に

出

る

わ

。

そ

う

な

る

と

、

カ

ー

ブ

を

曲

が

る

時

に

、

よ

り

早

く

回

る

た

め

に

は

、

工

夫

が

必

要

に

な

る

の

。

分

か

る

？

」

 

小

椋

「

う

ー

ん

、

体

重

の

移

動

と

か

、

で

す

か

？

」

 

相

沢

「

ハ

ン

グ

オ

ン

、

と

か

？

」

 

広

沢

「

は

は

は

っ

、

二

輪

じ

ゃ

な

い

ん

だ

か

ら

ハ

ン

グ

オ

ン

、

ま

で

は

い

ら

な

い

で

し

ょ

。

や

り

す

ぎ

る

と

倒

れ

ち

ゃ

う

だ

ろ

う

し

」
 

相

沢

「

は

は

っ

、

そ

う

で

し

ょ

う

ね

」

 

広

沢

「

で

も

、

体

重

移

動

は

大

切

だ

と

思

う

の

。

曲

が

る

方

向

に

体

を

傾

け

て

、

体

重

を

移

動

さ

せ

る

事

で

、

よ

り

速

い

速

度

で

も

う

ま

く

曲

が

れ

る

よ

う

に

な

る

と

思

う

わ

。

最

初

は

怖

い

か

も

し

れ

な

い

け

ど

、

慣

れ

る

と

逆

に

そ

の

方

が

安

心

で

き

る

で

し

ょ

う

し

ね

」

 

小

椋

「

体

重

移

動

、

で

す

か

」

 

広

沢

「

す

ぐ

に

は

無

理

で

も

、

徐

々

に

慣

れ

て

い

っ

て

、

出

来

る

よ

う

に

な

っ

て

ね

」

 

小

椋

「

は

い

、

少

し

怖

い

で

す

け

ど

、

努

力

し

て

み

ま

す

」

 

広

沢

「

よ

ろ

し

く

ね

。

じ

ゃ

、

も

う

少

し

練

習

し

て

み

ま

し

ょ

う

か

」

 

小

椋

「

は

い

」

 

相

沢

「
（

い

や

そ

う

に

）

ま

だ

や

る

ん

で

す

か

？

」

 

広

沢

「
（

き

っ

ぱ

り

と

）

や

り

ま

す

！

」

 

相

沢

「
（

あ

き

ら

め

て

）

は

ー

い

」
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○

 
 

大

学

・

部

室

（

昼

）

 

 
 

 
 

以

下

、

シ

ョ

ー

ト

シ

ー

ン

の

連

続

で

 

 
 

 
 

中

條

、

旋

盤

で

棒

材

の

加

工

中

 

 
 

 
 

＊

 
＊

 

＊

 

 
 

 
 

山

之

内

、

作

業

台

の

上

で

分

解

し

た

モ

ー

タ

ー

を

再

組

み

立

て

中

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

 
 

 
 

中

條

ら

、

組

み

上

が

っ

た

三

輪

車

を

台

に

乗

せ

て

、

モ

ー

タ

ー

の

回

転

具

合

の

チ

ェ

ッ

ク

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

 
 

 
 

小

椋

、

部

員

達

に

飲

み

物

や

軽

食

の

差

し

入

れ

中

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

 
 

 
 

屋

外

駐

車

場

で

、

小

椋

、

相

沢

が

、

再

度

の

走

行

試

験

中

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

 
 

 
 

部

員

が

数

人

、

作

業

部

屋

の

片

隅

で

座

り

込

ん

で

眠

り

込

ん

で

船

を

漕

い

で

い

る

 

○

 

大

学

・

部

室

（

夜

）

 

 
 

 
 

部

員

達

が

見

守

る

中

、

完

成

し

た

三

輪

車

の

ハ

ン

ド

ル

前

の

パ

ネ

ル

に

、

８

と

書

か

れ

た

ゼ

ッ

ケ

ン

シ

ー

ル

を

貼

る

 

中

條

「

よ

し

。

こ

れ

で

完

成

だ

！

」

 

一

同

ガ

ヤ

「

や

っ

た

ー

」

 

一

同

ガ

ヤ

「

お

つ

か

れ

さ

ま

」

 

 
 

 
 

一

同

、

手

に

手

を

取

り

合

っ

て

喜

び

合

う

 

 
 

 
 

山

之

内

、

中

條

の

側

に

来

て

 

山

之

内

「

哲

史

、

や

っ

た

な

」

 

中

條

「

お

う

、

達

也

。

お

前

の

お

か

げ

で

何

と

か

間

に

合

っ

た

」
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山

之

内

「

な

に

、

部

員

み

ん

な

が

頑

張

っ

て

く

れ

た

か

ら

さ

（

と

、

喜

ぶ

部

員

達

に

視

線

を

向

け

る

）
」 

中

條

「
（

部

員

達

を

見

な

が

ら

）

そ

う

だ

な

」

 

 
 

 
 

一

同

、

喜

び

あ

っ

て

い

る

 

中

條

「
（

手

を

叩

い

て

）

よ

し

、

今

日

は

こ

こ

ま

で

」 

 
 

 
 

一

同

、

静

ま

っ

て

、

中

條

に

注

目

す

る

 

中

條

「

明

日

は

い

よ

い

よ

レ

ー

ス

当

日

だ

。

本

番

は

こ

れ

か

ら

だ

。

レ

ー

ス

で

も

、

し

っ

か

り

働

い

て

く

れ

。

も

う

余

り

時

間

は

な

い

が

、

明

日

に

備

え

て

今

日

は

ゆ

っ

く

り

休

ん

で

く

れ

。

明

日

は

、

朝

７

時

に

こ

こ

に

集

合

。

以

上

、

解

散

」

 

 
 

 
 

一

同

、

お

互

い

に

労

い

な

が

ら

、

散

っ

て

い

く

 

 
 

 
 

帰

り

か

け

る

小

椋

に

声

を

か

け

て

 

中

條

「

あ

、

小

椋

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

」

 

小

椋

「
（

振

り

返

っ

て

）

は

い

、

何

で

し

ょ

う

、

部

長

」 

中

條

「
（

小

椋

の

側

に

近

づ

い

て

）

い

よ

い

よ

本

番

だ

な

。

明

日

は

頼

む

よ

（

と

、

肩

を

叩

く

）
」

 

小

椋

「
（

緊

張

し

て

）

は

、

は

い

。

頑

張

り

ま

す

」
 

中

條

「
（

笑

っ

て

）

今

か

ら

そ

ん

な

に

緊

張

し

て

い

て

ど

う

す

る

。

気

楽

に

い

こ

う

よ

、

気

楽

に

」

 

小

椋

「

は

、

は

い

、

先

輩

」

 

中

條

「

じ

ゃ

、

今

日

は

ゆ

っ

く

り

休

ん

で

。

寝

坊

す

る

な

よ

。

じ

ゃ

あ

な

（

と

立

ち

去

る

）
」

 

小

椋

「

は

い

、

先

輩

、

お

つ

か

れ

さ

ま

で

し

た

」

 

 
 

 
 

＊

 

タ

イ

ト

ル

後

の

一

連

の

回

想

シ

ー

ン

、

こ

こ

ま

で

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

コ

ー

ス

上

（

昼

）

 

 
 

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

コ

ー

ス

上

を

レ

ー

ス

中

。

小

椋

が

改

造

三

輪

車

に

乗

っ

て

走

っ

て

い

る

 

山

之

内

（

o
f
f

）
「

純

ち

ゃ

ん

、

あ

と

１

周

し

た

ら

、
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ピ

ッ

ト

イ

ン

し

て

」

 

小

椋

「

了

解

で

す

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

山

之

内

「

次

、

ピ

ッ

ト

イ

ン

し

ま

す

」

 

中

條

「

よ

し

、

メ

ン

テ

準

備

。

相

沢

、

す

ぐ

交

代

で

き

る

よ

う

、

準

備

し

て

お

け

」

 

相

沢

「

は

い

、

い

つ

で

も

オ

ッ

ケ

ー

で

す

」

 

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

小

椋

（

o
f
f

）
「

ピ

ッ

ト

イ

ン

し

ま

す

」

 

 
 

 
 

小

椋

が

ピ

ッ

ト

イ

ン

し

て

く

る

 

中

條

「

よ

し

、

来

た

ぞ

っ

」

 

相

沢

「

ド

ラ

イ

バ

ー

交

代

、

準

備

よ

し

」

 

 
 

 
 

ピ

ッ

ト

で

三

輪

車

が

停

止

。

小

椋

が

下

車

し

、

相

沢

と

交

代

す

る

。
そ

の

間

に

、
燃

料

を

補

給

。

そ

の

他

簡

単

な

車

体

の

チ

ェ

ッ

ク

。
 

中

條

「

よ

し

、

準

備

オ

ッ

ケ

ー

。

行

け

ー

っ

」
 

 
 

 
 

三

輪

車

、

発

進

し

て

、

コ

ー

ス

に

戻

る

 

広

沢

「

純

ち

ゃ

ん

、

お

疲

れ

。

休

ん

で

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

外

し

て

一

息

。

広

沢

、

小

椋

に

飲

み

物

を

渡

す

。

飲

み

物

を

一

口

飲

ん

で

 

小

椋

「

ふ

ー

っ

、

生

き

返

っ

た

ぁ

」

 

中

條

「

よ

し

、

小

椋

、

奥

へ

行

っ

て

休

ん

で

こ

い

。

ま

た

３

０

分

後

に

交

代

だ

」

 

小

椋

「

は

い

、

休

憩

し

ま

す

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

奥

に

引

っ

込

む

 

山

之

内

「

相

沢

、

聞

こ

え

る

か

。

マ

シ

ン

の

調

子

は

ど

う

だ

」

 

相

沢

（

o
f
f

）
「

こ

ち

ら

相

沢

、

よ

く

聞

こ

え

ま

す

。

マ

シ

ン

の

調

子

は

、

今

の

と

こ

ろ

良

好

で

す

」
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中

條

「

よ

し

、

現

在

の

と

こ

ろ

、

順

位

は

６

位

だ

。

頑

張

っ

て

一

つ

で

も

順

位

を

上

げ

て

く

れ

」

 

相

沢

（

o
f
f

）
「

了

解

で

す

。

頑

張

っ

て

走

り

ま

す

」

 

中

條

「
（

振

り

返

っ

て

）

山

之

内

、

ど

う

だ

？

」

 

山

之

内

「

う

ん

、

ラ

ッ

プ

タ

イ

ム

が

１

分

２

０

秒

台

前

半

だ

か

ら

、

時

速

に

し

て

２

９

キ

ロ

っ

て

と

こ

ろ

か

。

ま

あ

ま

あ

の

数

字

だ

な

。

だ

た

、

順

位

を

上

げ

る

と

な

る

と

、

１

０

秒

台

が

欲

し

い

と

こ

ろ

だ

な

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

奥

（

昼

）

 

 
 

 
 

小

椋

、

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

側

に

置

き

、

皮

ツ

ナ

ギ

を

緩

め

て

、

ソ

フ

ァ

に

横

に

な

っ

て

休

息

し

て

い

る

。

中

條

、

奥

に

入

っ

て

く

る

 

中

條

「

小

椋

、

お

疲

れ

。

ど

う

だ

調

子

は

」

 

小

椋

「
（

起

き

上

が

っ

て

）

あ

、

部

長

。

ち

ょ

っ

と

疲

れ

ま

し

た

が

、

大

丈

夫

で

す

」

 

中

條

「

そ

う

か

。

お

疲

れ

さ

ん

。

レ

ー

ス

も

半

分

を

過

ぎ

た

。

休

ん

だ

ら

あ

と

１

回

、

こ

の

調

子

で

頑

張

っ

て

く

れ

。

期

待

し

て

る

よ

」

 

小

椋

「

は

い

。
（

た

め

ら

っ

て

）

あ

の

、

先

輩

。

一

つ

聞

い

て

も

良

い

で

す

か

？

」

 

中

條

「

な

ん

だ

？

」

 

小

椋

「
（

た

め

ら

い

が

ち

に

）

え

ー

と

。

先

輩

が

私

を

部

に

勧

誘

し

た

の

っ

て

、

や

っ

ぱ

り

私

が

小

さ

く

て

軽

そ

う

だ

っ

た

か

ら

、

な

ん

で

す

か

」

 

中

條

「
（

驚

い

て

）

え

、

そ

ん

な

こ

と

、

あ

る

わ

け

な

い

じ

ゃ

な

い

。

確

か

に

、

お

前

を

ド

ラ

イ

バ

ー

に

選

ん

だ

の

は

、

お

前

が

軽

量

級

だ

っ

た

か

ら

だ

け

ど

、

そ

れ

は

結

果

的

に

部

員

の

中

で

そ

う

だ

っ

た

だ

け

で

、

別

に

そ

う

い

う

人

を

選

ん

で

勧

誘

し

た
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訳

じ

ゃ

な

い

ぞ

。

そ

れ

に

…

」

 

山

之

内

（

o
f
f

）
「
（

突

然

）

哲

史

、

大

変

だ

。

問

題

が

起

き

た

。

ち

ょ

っ

と

来

て

く

れ

」

 

中

條

「
（

振

り

向

い

て

）

あ

、

分

か

っ

た

。

今

行

く

。

（

小

椋

の

方

に

向

き

直

し

て

）

何

か

あ

っ

た

よ

う

だ

。

そ

の

話

は

ま

た

あ

と

に

し

ょ

う

。

じ

ゃ

」

 

小

椋

「

は

い

、

じ

ゃ

あ

、

ま

た

あ

と

で

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

呆

然

と

見

送

る

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

 
 

 
 

相

沢

、
予

定

よ

り

早

く

ピ

ッ

ト

イ

ン

し

て

い

る

。

山

之

内

が

中

心

に

な

っ

て

、

三

輪

車

を

調

べ

て

い

る

。

相

沢

ら

、

心

配

そ

う

に

そ

れ

を

見

て

い

る

。

 

中

條

「
（

近

寄

っ

て

来

て

）

ど

う

し

た

、

達

也

。

何

が

あ

っ

た

」

 

山

之

内

「

ア

ク

シ

デ

ン

ト

だ

。

ど

う

も

、

ブ

レ

ー

キ

を

使

い

す

ぎ

た

ら

し

く

、

タ

イ

ヤ

が

思

っ

た

よ

り

早

く

摩

耗

し

て

い

る

。

交

換

し

な

い

と

、

も

う

走

れ

な

い

」

 

中

條

「

交

換

用

の

タ

イ

ヤ

は

無

い

の

か

？

」

 

山

之

内

「

い

や

、

幸

い

、

そ

れ

は

有

る

。

念

の

た

め

用

意

し

て

お

い

た

の

が

、

役

に

立

っ

た

。

た

だ

…

」 

中

條

「

ど

う

し

た

ん

だ

」

 

山

之

内

「

た

だ

、

想

定

外

だ

っ

た

の

で

、

交

換

す

る

と

、

問

題

が

起

き

る

ん

だ

」

 

中

條

「

問

題

？

」

 

山

之

内

「

う

ん

。

時

間

を

掛

け

れ

ば

大

丈

夫

な

ん

だ

が

、
レ

ー

ス

中

に

そ

ん

な

時

間

は

か

け

ら

れ

な

い

。

そ

う

す

る

と

、
設

計

上

、
タ

イ

ヤ

を

交

換

す

る

と

、

ブ

レ

ー

キ

が

、
ブ

レ

ー

キ

が

利

か

な

く

な

る

ん

だ

。
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モ

ー

タ

ー

を

使

っ

た

回

生

ブ

レ

ー

キ

以

外

は

」

 

中

條

「

ブ

レ

ー

キ

、

か

。

困

っ

た

な

、

そ

れ

は

」

 

山

之

内

「

ま

あ

、

停

ま

ら

な

い

訳

で

は

な

い

ん

で

、

何

と

か

な

る

事

は

な

る

ん

だ

が

、

微

妙

な

ブ

レ

ー

キ

ン

グ

調

整

が

出

来

な

く

な

る

」

 

中

條

「

そ

う

す

る

と

、

体

重

が

重

い

と

、

不

利

だ

な

」 

山

之

内

「

う

ん

。

そ

れ

に

、

相

沢

君

は

、

マ

シ

ン

を

こ

こ

ま

で

何

と

か

騙

し

騙

し

持

っ

て

く

る

の

で

か

な

り

疲

労

し

て

い

る

」
 

中

條

「

そ

う

す

る

と

、
（

時

計

を

見

て

）

小

椋

君

に

ち

ょ

っ

と

長

く

乗

っ

て

も

ら

う

必

要

が

あ

る

か

」

 

広

沢

「

ち

ょ

っ

と

っ

て

、

ま

だ

１

時

間

近

く

も

残

っ

て

る

ん

で

す

よ

。

そ

れ

は

無

茶

じ

ゃ

…

」

 

小

椋

（

o
f
f

）
「

私

、

や

り

ま

す

っ

！

」
 

 
 

 
 

一

同

、

振

り

返

る

と

そ

こ

に

い

つ

の

間

に

か

小

椋

が

来

て

い

る

 

広

沢

「

純

ち

ゃ

ん

、

や

る

っ

て

言

っ

て

も

、

ま

だ

１

時

間

近

く

も

残

っ

て

る

の

よ

。
倍

近

い

時

間

だ

わ

」 

小

椋

「

大

丈

夫

で

す

。

そ

れ

に

、

こ

こ

で

諦

め

た

ら

、

こ

の

２

ヶ

月

間

の

私

た

ち

の

苦

労

は

、

一

体

ど

う

な

る

ん

で

す

か

！

」

 

広

沢

「

純

ち

ゃ

ん

…

」

 

中

條

「

そ

う

だ

な

。

こ

こ

で

議

論

し

て

い

る

時

間

も

も

っ

た

い

な

い

。

…

よ

し

、

と

り

あ

え

ず

、

こ

こ

は

小

椋

に

や

っ

て

も

ら

お

う

」

 

小

椋

「

は

い

！

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

、

部

長

」

 

山

之

内

「

純

ち

ゃ

ん

、

無

理

し

な

く

て

も

い

い

か

ら

ね

。

行

け

る

と

こ

ま

で

で

い

い

か

ら

」

 

小

椋

「

い

え

、

や

り

ま

す

。

完

走

さ

せ

て

く

だ

さ

い

、

部

長

。

い

え

、

完

走

し

ま

し

ょ

う

。

皆

さ

ん

！

」
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一

同

の

目

が

小

椋

に

注

が

れ

る

 

中

條

「

よ

う

し

。

そ

う

と

決

ま

れ

ば

早

速

作

業

だ

。

時

間

が

な

い

ぞ

。

山

之

内

、

交

換

作

業

を

指

揮

し

ろ

。
小

椋

は

す

ぐ

に

出

ら

れ

る

よ

う

、
準

備

し

ろ

。

い

い

な

っ

。

掛

か

れ

っ

！

」

 

一

同

「

は

い

っ

！

」

 
 
 
  

 
 

 
 

＊

 

＊

 

＊

 

 
 

 
 

小

椋

、

三

輪

車

に

搭

乗

し

て

、

ま

さ

に

発

進

す

る

と

こ

ろ

 

中

條

「

よ

し

、

小

椋

。

行

け

る

と

こ

ろ

ま

で

行

け

っ

！

（

と

小

椋

の

背

中

を

叩

い

て

送

り

出

す

）
」

 

小

椋

「

い

っ

、

き

ま

ー

す

！

」

 

 
 

 
 

力

強

く

ピ

ッ

ト

か

ら

発

進

す

る
 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

コ

ー

ス

上

（

昼

）
 

 
 

 
 

小

椋

の

マ

シ

ン

、

サ

ー

キ

ッ

ト

の

コ

ー

ス

に

戻

る

 

山

之

内

（

o
f
f

）
「

純

ち

ゃ

ん

、

マ

シ

ン

の

調

子

は

ど

う

？

」

 

小

椋

「

は

い

、

大

丈

夫

で

す

。

な

ん

と

か

な

っ

て

ま

す

」

 

中

條

（

o
f
f

）
「

小

椋

、

無

理

し

な

く

て

も

良

い

か

ら

な

。

ダ

メ

そ

う

な

ら

い

つ

で

も

戻

っ

て

こ

い

」

 

小

椋

「

い

え

、

大

丈

夫

で

す

。

完

走

し

ま

す

」

 

相

沢

（

o
f
f

）
「

お

ぐ

ら

ー

っ

。

疲

れ

た

ら

い

つ

で

も

交

代

す

る

か

ら

な

ー

っ

。

安

心

し

ろ

ー

っ

」

 

小

椋

「
（

微

笑

ん

で

）

は

ー

い

っ

。

じ

ゃ

あ

、

い

ざ

っ

て

時

は

、

お

ま

か

せ

し

ま

ー

す

」

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

そ

う

は

い

っ

て

も

、

私

や

る

よ

。

行

け

る

と

こ

ろ

ま

で

行

っ

て

や

る

！

完

走

し

て

や

る

ん

だ

か

ら

ぁ

っ

！

」
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最

初

の

緩

い

大

き

な

右

カ

ー

ブ

に

差

し

掛

か

る

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

だ

い

ぶ

遅

れ

ち

ゃ

っ

た

か

ら

、

挽

回

し

な

き

ゃ

。

こ

こ

は

、

ス

ロ

ッ

ト

ル

は

戻

さ

な

い

！

」 

 
 

 
 

右

に

体

重

移

動

し

て

曲

が

っ

て

い

く

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

何

だ

、

大

丈

夫

じ

ゃ

な

い

。

こ

れ

な

ら

フ

ル

ス

ロ

ッ

ト

ル

で

も

大

丈

夫

」

 

 
 

 
 

ス

ト

レ

ー

ト

か

ら

、

右

ヘ

ア

ピ

ン

カ

ー

ブ

へ

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

流

石

に

こ

こ

は

、

ス

ピ

ー

ド

を

落

と

さ

な

い

訳

に

は

い

か

な

い

わ

ね

。

で

も

、

出

来

る

だ

け

高

速

で

回

れ

る

よ

う

に

っ

」

 

 
 

 
 

ス

ロ

ッ

ト

ル

を

少

し

戻

し

、

上

体

を

被

せ

る

よ

う

に

、

思

い

っ

き

り

右

に

体

重

を

か

け

る

。

 

 
 

 
 

す

る

と

、

左

後

輪

が

一

瞬

、

浮

き

上

が

る

 

 
 

 
 

あ

わ

て

て

体

重

の

掛

け

方

を

戻

し

て

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

き

ゃ

っ

。

危

な

い

危

な

い

。

体

重

の

掛

け

過

ぎ

ね

」

 

 
 

 
 

カ

ー

ブ

を

曲

が

り

き

っ

て

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

な

る

ほ

ど

、

だ

ん

だ

ん

感

覚

を

掴

ん

で

来

た

わ

。

次

は

左

カ

ー

ブ

」

 

 
 

 
 

体

重

を

預

け

な

が

ら

、

左

の

急

カ

ー

ブ

を

曲

が

っ

て

い

く

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

 
 

 
 

目

の

前

を

小

椋

が

駆

け

抜

け

て

い

く

の

を

見

送

っ

て

、

山

之

内

が

ラ

ッ

プ

タ

イ

ム

を

計

っ

て

 

山

之

内

「

よ

し

っ

。

え

え

と

、

…

な

ん

だ

こ

り

ゃ

」

 

中

條

「

ど

う

し

た

、

達

也

」

 

山

之

内

「

嘘

み

た

い

な

タ

イ

ム

が

出

て

い

る

。

１

分

７

秒

２

３

だ

と

？

こ

れ

は

…

平

均

時

速

３

５

キ

ロ

く

ら

い

出

て

る

ぞ

」

 

中

條

「

な

に

っ

？

」
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山

之

内

「

う

ー

ん

、

ブ

レ

ー

キ

を

外

し

た

か

ら

、

多

少

は

軽

く

な

っ

て

い

る

と

は

い

え

、

こ

こ

ま

で

は

…

」

 

中

條
「

そ

う

か

っ

。
今

ま

で

は

ブ

レ

ー

キ

を

掛

け

て

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

熱

に

し

て

放

出

し

て

無

駄

に

し

て

い

た

ん

だ

。

そ

れ

が

、

今

は

回

生

ブ

レ

ー

キ

し

か

使

っ

て

な

い

か

ら

、

減

速

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

、

ほ

と

ん

ど

補

助

バ

ッ

テ

リ

ー

に

貯

ま

っ

て

、

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

直

線

を

走

る

か

ら

、

直

線

で

の

速

度

が

上

が

っ

て

い

る

の

か

！

」

 

山

之

内

「

な

る

ほ

ど

、

そ

う

か

っ

。

こ

れ

は

ひ

ょ

っ

と

す

る

と

、

ひ

ょ

っ

と

す

る

か

も

し

れ

な

い

ぞ

」

 

中

條

「
（

ヘ

ッ

ド

セ

ッ

ト

の

マ

イ

ク

に

向

か

っ

て

）

お

い

っ

、

小

椋

っ

。

あ

ん

ま

り

無

茶

す

る

な

よ

。

あ

と

、

タ

イ

ヤ

の

減

り

方

に

も

注

意

し

ろ

。

も

う

交

換

で

き

な

い

ん

だ

か

ら

な

」

 

小

椋

（

o
f
f

）
「

は

い

っ

、

わ

か

り

ま

し

た

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

コ

ー

ス

上

（

昼

）

 

 
 

 
 

時

折

何

台

か

の

リ

タ

イ

ア

マ

シ

ン

を

横

に

見

て

、

小

椋

の

マ

シ

ン

、

ど

ん

ど

ん

積

極

的

に

カ

ー

ブ

を

攻

め

て

、

順

位

を

上

げ

て

い

く

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

 
 

 
 

目

の

前

を

小

椋

が

駆

け

抜

け

て

い

く

の

を

見

送

っ

て

、

山

之

内

が

ラ

ッ

プ

タ

イ

ム

を

計

っ

て

 

山

之

内

「

よ

し

っ

。

え

え

と

、

…

な

に

ぃ

！

」

 

広

沢

「

今

度

は

ど

う

し

た

の

よ

っ

！

」

 

山

之

内

「

５

９

秒

８

５

だ

と

？

つ

い

に

１

分

を

切

っ

た

ぞ

。

こ

い

つ

、

ど

ん

ど

ん

速

く

な

っ

て

や

が

る

」 

中

條

「

お

い

っ

、

今

、

何

位

く

ら

い

だ

？

」

 

広

沢

「

え

ー

と

。

…

な

に

こ

れ

。

一

時

は

１

５

位

ま
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で

落

と

し

た

の

に

、

今

は

も

う

、

１

６

台

中

、

６

位

よ

」

 

中

條

「

あ

と

、
（

時

計

を

見

て

）

約

１

５

分

か

。

こ

れ

は

本

当

に

ひ

ょ

っ

と

す

る

と

、

ひ

ょ

っ

と

す

る

か

も

な

」

 

相

沢

「

純

ち

ゃ

ん

、

す

ご

い

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

コ

ー

ス

上

（

昼

）

 

 
 

 
 

小

椋

、

走

行

中

 

山

之

内

（

o
f
f

）
「

純

ち

ゃ

ん

、

あ

と

１

０

分

。

も

う

少

し

頑

張

っ

て

ね

」

 

小

椋

「

は

い

、

わ

か

り

ま

し

た

。

ま

だ

大

丈

夫

で

す

。

あ

の

、

い

ま

何

位

く

ら

い

で

す

か

？

」

 

中

條

（

o
f
f

）
「

４

位

だ

。

完

走

が

目

標

な

ん

だ

か

ら

、

余

り

無

理

す

る

な

よ

、

純

」

 

小

椋

「

大

丈

夫

で

す

。

ま

だ

ま

だ

行

け

ま

す

」

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

４

位

だ

か

ら

…

あ

と

３

台

抜

け

ば

…

ま

ず

あ

の

一

台

を

！

」

 

 
 

 
 

左

ヘ

ア

ピ

ン

を

抜

け

て

、

直

線

を

フ

ル

ス

ロ

ッ

ト

ル

で

飛

ば

す

。
徐

々

に

近

づ

い

て

く

る

前

車

。

緩

い

左

カ

ー

ブ

を

曲

が

っ

て

、

右

カ

ー

ブ

の

連

続

。

そ

こ

で

勝

負

に

行

く

小

椋

の

マ

シ

ン

。

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

そ

こ

っ

、

そ

こ

で

抜

い

て

や

る

！

」

 

 
 

 
 

ピ

ッ

ト

前

の

直

線

に

入

る

最

後

の

９

０

度

右

カ

ー

ブ

で

、

前

車

の

内

側

に

入

り

込

ん

で

抜

き

去

り

、

直

線

で

加

速

す

る

 

小

椋

（

Ｍ

）
「

や

っ

た

あ

。

あ

と

２

台

！

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

 
 

 
 

目

の

前

を

小

椋

が

駆

け

抜

け

て

い

く

の

を

見

送

っ

て

、

山

之

内

が

ラ

ッ

プ

タ

イ

ム

を

計

り

な

が

ら
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山

之

内

「

よ

し

っ

、

こ

れ

で

３

位

だ

」

 

広

沢

「

あ

の

子

、

本

当

に

や

る

か

も

…

」

 

相

沢

「

い

け

、

い

け

ー

っ

！

」

 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

コ

ー

ス

上

（

昼

）

 

 
 

 
 

小

椋

を

含

め

、

現

在

１

５

台

が

走

行

中

。

 

会

場

ア

ナ

ウ

ン

ス

「

レ

ー

ス

終

了

ま

で

、

あ

と

１

分

で

す

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

ど

ん

ど

ん

攻

め

て

、

前

車

に

徐

々

に

迫

っ

て

い

く

 

 
 

 
 

＊

 
 

＊

 
 

＊

 

ア

ナ

ウ

ン

ス

「

レ

ー

ス

終

了

ま

で

、

あ

と

１

０

秒

、

９

、

８

、

７

、

６

、

５

、

４

、

３

、

２

、

１

、

０

。

レ

ー

ス

終

了

で

す

」

 

 
 

 
 

会

場

に

花

火

の

音

が

鳴

り

響

く

 

 
 

 
 

小

椋

の

マ

シ

ン

、

ピ

ッ

ト

と

ち

ょ

う

ど

反

対

側

の

ス

ト

レ

ー

ト

の

付

近

で

、

時

間

切

れ

を

迎

え

る

。

走

行

し

て

い

る

マ

シ

ン

、

ス

ピ

ー

ド

を

落

と

し

て

、

ゆ

っ

く

り

と

ピ

ッ

ト

へ

戻

っ

て

い

く
 

○

 
 

サ

ー

キ

ッ

ト

・

ピ

ッ

ト

（

昼

）

 

 
 

 
 

一

同

、

軽

い

放

心

状

態

 

山

之

内

「

…

終

わ

っ

た

」

 

 
 

 
 

そ

の

声

に

応

え

る

よ

う

に

 

相

沢

「

終

わ

っ

た

。

完

走

だ

！

」

 

一

同

ガ

ヤ

「

や

っ

た

」

 

一

同

ガ

ヤ

「

お

つ

か

れ

さ

ま

」

 

 
 

 
 

自

然

と

中

條

の

付

近

に

集

ま

っ

て

、

讃

え

合

う

部

員

達

 

広

沢

「

あ

、

純

ち

ゃ

ん

が

帰

っ

て

来

た

わ

」

 

 
 

 
 

小

椋

の

マ

シ

ン

、

ゆ

っ

く

り

と

ピ

ッ

ト

に

戻

っ

て

く

る

。

一

同

の

歓

声

の

中

で

、

停

止

し

。

マ
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シ

ン

を

降

り

る

。

 

山

之

内

「

純

ち

ゃ

ん

、

お

疲

れ

さ

ま

。

完

走

だ

よ

」

 

 
 

 
 

小

椋

、

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

脱

い

で

 

小

椋

「

部

長

、

私

、

や

り

ま

し

た

。

完

走

し

ま

し

た

！

」 

中

條

「

う

ん

、

純

、

よ

く

や

っ

た

。

よ

く

や

っ

た

」

 

 
 

 
 

と

、

何

度

も

小

椋

の

肩

を

叩

く

 

小

椋

「

あ

れ

、

な

ん

で

？

な

ん

で

涙

が

出

て

く

る

ん

だ

ろ

う

…

（

と

言

い

な

が

ら

、

泣

き

出

す

）
」

 

中

條

「

み

ん

な

、

良

く

や

っ

た

。

良

く

や

っ

て

く

れ

た

。

あ

り

が

と

う

。

お

疲

れ

さ

ま

（

と

言

い

な

が

ら

、

や

っ

ぱ

り

泣

き

出

す

）
」

 

 
 

 
 

い

つ

の

間

に

か

、

み

ん

な

、

泣

き

な

が

ら

肩

を

抱

き

合

っ

て

、

讃

え

合

っ

て

い

る

…

 

小

椋

（

Ｎ

）
「

結

局

、

完

走

１

５

台

中

の

２

位

で

、

優

勝

は

出

来

ま

せ

ん

で

し

た

。

で

も

、

堂

々

の

２

位

で

し

た

。

そ

れ

に

、

フ

ァ

ー

ス

テ

ィ

ス

ト

ラ

ッ

プ

賞

も

い

た

だ

き

ま

し

た

。
マ

シ

ン

も

身

体

も

も

う

、

ボ

ロ

ボ

ロ

で

し

た

が

、

心

地

よ

い

疲

れ

で

し

た

」
 

○

 
 

帰

り

道

・

乗

用

車

内

（

夕

）

 

 
 

 
 

広

沢

所

有

の

、

ち

ょ

っ

と

古

め

の

ミ

ニ

バ

ン

タ

イ

プ

の

車

で

の

帰

途

。

広

沢

が

運

転

し

、

助

手

席

に

小

椋

、

後

ろ

に

相

沢

が

座

っ

て

い

る

。

今

に

も

日

が

落

ち

そ

う

な

黄

昏

時

。

 

広

沢

「

純

ち

ゃ

ん

、

翔

君

。

今

日

の

レ

ー

ス

、

ど

う

だ

っ

た

？

面

白

か

っ

た

？

」

 

小

椋

「

は

い

、

さ

と

み

先

輩

。

疲

れ

ま

し

た

け

ど

、

と

っ

て

も

楽

し

か

っ

た

で

す

」

 

相

沢

「

と

っ

て

も

感

動

し

ま

し

た

。

ま

た

来

年

も

、

是

非

と

も

出

た

い

で

す

」

 

小

椋

「

私

も

、

来

年

も

出

た

い

で

す

！

」
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広

沢

「

そ

れ

は

良

か

っ

た

わ

ね

。

私

も

あ

れ

ほ

ど

泣

け

る

も

の

だ

と

は

思

わ

な

か

っ

た

わ

。

で

も

、

も

う

来

年

の

話

な

の

？

」

 

小

椋

「

え

っ

、

ど

う

い

う

事

で

す

か

？

」

 

相

沢

「

三

輪

車

レ

ー

ス

は

、

年

に

一

度

な

ん

で

す

よ

ね

？

」

 

広

沢

「

そ

う

よ

。

改

造

三

輪

車

耐

久

レ

ー

ス

は

年

に

一

度

。

…

だ

け

ど

、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

年

に

一

度

の

お

祭

り

、

新

歓

の

延

長

の

よ

う

な

も

の

。

そ

れ

を

忘

れ

な

い

で

ね

」

 

小

椋

「

え

っ

？

」

 

広

沢

「

こ

れ

か

ら

が

、

よ

う

や

く

本

格

的

な

自

動

車

部

の

活

動

な

の

」

 

 
 

 
 

助

手

席

の

小

椋

の

方

を

向

い

て

、

笑

顔

で

 

広

沢

「

我

ら

が

芝

大

自

動

車

部

に

、

よ

う

こ

そ

」

 

○

 
 

【

お

わ

り

】

 

 


